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研究成果の概要（和文）：本研究は、現在閲覧中のWeb情報に対して、意味的に周辺にある情報に容易に到達す
ることができるようにするナビゲーション技術の開発を行った。現在閲覧中のWeb情報の特徴をうまく表現する
技術、複数の語で表現されるような情報要求に対して同位関係にある表現を発見する技術、それらの情報を利用
した周辺情報の取得技術、得られた周辺情報をグラフィカルに表示する技術について開発を行った。

研究成果の概要（英文）：This research has developed technologies to navigate to semantically 
surrounding information. When a user is browsing certain Web information, the technologies make the 
user easily reach the semantically surrounding information. The navigation is realized by methods to
 characterize features of currently browsed Web information, to find coordinate relationship for 
information need represented by multiple terms, to search for surrounding information, and to show 
graphically the surrounding information.

研究分野： 情報検索
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１．研究開始当初の背景 
Web 情報を取得するためには Google や

Yahoo!などの検索エンジンが用いられるこ
とが一般的であり、情報検索の研究が多く行
われている。Web 検索の利用を支援するため
のクエリ推薦などの研究も多くなされてい
る。検索エンジンにおけるクエリ修正に関す
る分析の研究もあり、ユーザはクエリを
Generalization（一般化）、Specialization（特
殊化）、Parallel Movement（平行移動）など
の方向に対して修正を行うことが知られて
いる。このようなクエリ修正は、現在取得中
の情報からは多少外れた情報、すなわち、周
辺情報を取得するために行われるものであ
り、周辺情報を取得するニーズが広く存在す
るといえる。現状では、ユーザは自ら新たな
クエリを考えて再検索しなくてはならない
が、周辺情報を取得するために適切なクエリ
を思い付くことは必ずしも容易ではない。 
そこで、本研究では、閲覧中の情報から直

接的に周辺情報へユーザを導くナビゲーシ
ョンを実現することを目的とする。本研究に
よって実現されるナビゲーションは、閲覧中
の Web 情報を中心とした道しるべの役割を
果たし、ユーザは Web 上に存在する周辺情
報を知ることができるようになる。このよう
な周辺情報の取得を実現するために必要と
なる技術が、検索エンジンに対するクエリや
Web 情報中のテキスト情報に現れる複数の
語に対して上位語、下位語、同位語などの関
係にある語を取得する技術である。これまで、
1 語が与えられたときに上位語、下位語、同
位語などの知識を取得する手法には、様々な
ものが提案されており、また、あらかじめ辞
書を用意しておくということも考えられる。
しかし、現在閲覧している情報そのものや、
その周辺の情報を表すための表現が、1 語で
行える訳ではないため、技術を発展させ、複
数語の入力に対して様々な関係にある語集
合を取得する技術を開発することが必要に
なる。それによって、周辺情報ナビゲーショ
ンが実現できると考えられる。そのような知
識を取得することを実現するためには、巨大
コーパスのような大きな情報を用いること
も考えられるが、求める知識を効率よく抽出
するための必要最小限の情報を利用するこ
とを検討する。少ない情報による知識の発見
を実現することによって、オンデマンドに全
てを行うことができるようになり、多様なア
プリケーションへの活用が可能になる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、現在閲覧中の Web 情報に対

して、意味的に周辺にある情報に容易に到達
可能にするナビゲーションについて研究を
行う。意味的に周辺にある情報とは、現在閲
覧中の情報に対して、Generalization（一般
化）、Specialization（特殊化）、Parallel 
Movement（平行移動）などの関係にある情
報のことである。そのような周辺情報の取得

を実現するために、検索エンジンに対するク
エリや Web 情報中のテキスト情報に現れる
複数の語に対して上位語、下位語、同位語な
どの関係にある語を取得する技術の開発を
行う。2 語以上を入力とする知識発見では、
語の組み合わせ爆発のため、あらかじめ辞書
構築を行う事は難しい。そこで、オンデマン
ドに小さなテキスト情報からの知識発見を
行う手法を開発する。そして、得られた知識
を基にして、閲覧中の Web 情報に対する周
辺情報を Web から発見し、ユーザに効果的
に周辺情報へのナビゲーション情報を提示
する手法を開発する。また、複数の Web 情
報を同時に取得している場合の周辺情報取
得を実現するため、閲覧されている複数の
Web 情報を俯瞰し、さらにそれらの周辺情報
へのナビゲーションを行う手法を開発する。 
 
３．研究の方法 
本研究の目標を達成するため、 

(1)Web 情報の特徴表現 
(2)複数の語集合に対する知識発見技術 
(3)取得された知識を用いた周辺情報の取得 
(4)ナビゲーション情報の提示 
という 4 つの機能についての開発を行った。
これらを全て実現することで、Web 周辺情報
のナビゲーションが実現される。それぞれに
おいては複数の手法を検討し、評価を行いな
がらより良い手法の探求を行った。 
(1)Web 情報の特徴表現 
ナビゲーションのためには、Web 検索結果、

1 つの Web 情報、複数の Web 情報などに対
して、それらの位置づけを決定する必要があ
る。そこでは、Web 情報の特徴表現が必要と
なる。まず、単一の Web 情報について、語
集合や特徴ベクトルでの表現を検討する。ユ
ーザが Web 検索を利用する場合には、クエ
リが利用可能である。従来の TF-IDF などの
手法を手始めに、ナビゲーションに適した手
法を開発する。 
(2)複数の語集合に対する知識発見技術 
本機能は、本研究における最重要機能であ

る。主に、言語パターンを用いた手法での知
識発見技術の開発を行う。その際、複数のパ
ターンを用いる手法や、語の関係における意
味的制約を考慮する手法を検討する。例えば、
同位語の同位語は同位語である、同位関係に
ある複数の語は共通の上位語を持つ、ある語
の属性は下位語の属性にもなるといった制
約が利用可能である。入力は複数語を想定す
る。始めは、Parallel Movement を実現する
ため、複数語の同位関係にある語集合の取得
を目指す。引き続いて、上位語や下位語の発
見手法を検討する。 
(3)取得された知識を用いた周辺情報の取得 
得られた知識を基にして、実際に Web 上

にどのような周辺情報が存在しているかの
発見を行う。Web 情報の取得には、まず、
Web 検索エンジンを用いた手法を検討する。 
(4)ナビゲーション情報の提示 



ナビゲーション情報の提示手法としては、
ファセット提示と、2 次元マップ上に閲覧中
の Web 情報と周辺情報をその間の関係性と
ともに提示する手法を検討する。ファセット
提示では、ツリーによる分類木を提示する。
ユーザはノードを選択して、Generalization、
Specialization、Parallel Movement などの
関係にある周辺 Web 情報を取得することを
可能とする。2 次元マップによる提示では、
Web 情報はグラフにおけるノードとして表
現し、各種関係をエッジとして表現すること
を検討する。 
 
４．研究成果 
前述した 4 つの課題について、以下のよう

な研究成果が得られた。 
(1)本課題は現在ユーザが閲覧している情報
を表現することである。ユーザの情報取得行
動の多くが、ウェブを対象として行われるた
め、ウェブブラウザ上での情報取得行動を取
得し、そこからユーザがどのような情報を得
ようとしているのかを取得した。ユーザは、
ウェブブラウザ上で検索行動や閲覧行動を
行う。それらの行動を取得するウェブブラウ
ザ拡張機能を開発した。検索行動としては、
どのようなクエリを入力し、得られた検索結
果のページがどのようなものであったか、ま
た、検索結果ページの中でどのページを閲覧
したかを取得した。閲覧行動としては、どの
ページからどのページを開いたか（リンクを
クリックしたか）ということ、どのページを
どの時間に閲覧したか（ウェブブラウザのタ
ブ切り替えの推移）を取得した。これらの情
報を組み合わせることによって、ユーザの現
状を把握することが可能となった。 
(2)本課題では、語のペア（2 語の組）や文章
に対して、同位関係にあるような別の語のペ
アや文章を発見する研究に取り組んだ。語の
ペアを対象とした研究においては、それらの
語の間にある関係性を表す言語パターンを
自動的に取得し、さらに、既存の一語に対す
る同位語取得手法を組み合わせることで、任
意の 2 語の組が与えられたときに、それと同
意関係にある別の 2語の組をいくつか発見す
ることが可能となった。次に、文章を対象と
した研究においては、文章に出現するエンテ
ィティ組とそれらを取り除いた文章のテン
プレートに着目し、エンティティ組の同意関
係にあるエンティティ組をウェブ検索を用
いて発見するとともに、同じ意味（パラフレ
ーズ）の関係にある別の文章のテンプレート
を取得することで、様々な組み合わせの同位
関係にある文章を取得する手法が実現され
た。提案手法により、同じ意味となる文章を
発見することや、類似するが別の意味となる
文書を発見することが可能となった。さらに、
語の意味が周辺に現れる語によって規定さ
れるという既存のアイデアを拡張し、文の意
味をベクトル表現する技術を開発し、本課題
に対する応用を行った。 

(3)ユーザが求める情報は少なからず過去に
閲覧した情報の再発見である。そこで現在閲
覧している情報に対して、過去に閲覧した文
書中から再度閲覧したいと考えられる情報
を発見する手法を提案した。現在閲覧してい
る情報や、過去の閲覧行動などにおいて、ど
のような特徴をどのような重みで組み合わ
せて用いることで、再度閲覧したい情報を精
度よく発見することができるかが明らかと
なった。 
(4)ウェブブラウザ上で動作するグラフィカ
ルインタフェースの開発を行った。語レベル
の情報をグラフィカルに提示し、インタラク 
ションを行うことができるようにすること
で、大量の情報から求める情報にたどり着く
ことができるようになった。また、ウェブ閲
覧の履歴をグラフィカルに表示することで、
どのような情報に注目しているかが表示で
きるインタフェースの開発も行った。 
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